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ク語の子音(その二)テンマ

^/創の音節末実現形と他音素との'・1・啄口ー^

英

1.1.前号の拙論 qd1ιπ V,1980,3-33)でデンマーク語の閉鎖音にっ

いく音節末/-d/を中心Wこして論じたが,その際,音節末忽/の実現形(=

発音形)は軟口蓋有声摩擦音[る]ということにしてオδいた。しかし,この

音は現在までに別の音に変化してしまっており,もし現在用いられるとす

れば,老年屑あるいはユトランド方言(を基層語とする)話者に戈いてのみ

であるという(BrinlvLund,1974,4の。そこで,今回は[る]がどのよう

な音に変わったか,そしてその結果,竒韻休系にどのような変化が起こっ

たか,また起こりつつぁるかをみてみることにする。
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間

音声記号について:前回まで IPA を用いてきたが,今回からはデンマ

ク式(Dania)求記を・一部改良したものを用いることにする。このプjが

いくつかの点で IPA よりデンマーク語音表記に適していると思われるか

らである。この改良式ダニアと IPA の対照表は本論の永部,参老丈献表

の前(P.83)に示す。また,音声記号の変熨÷C沿って1倒ξ記号もー・・部変

央する:/'(:)/ー>/記(:)/,/コ①/・・>/a(:)/。この他の音素記号は前回まで

と同じである。

例示は誤解のオ6それのないと思われる」牙合は蹄通の綏りによっく行う。

綴り中の'(ア"ξストロフ t -)は Stφd,;(コロン) 1t竒長,.ネ3よび,

は各々第一,第二強勢を示す。文ヰ・.での,たとえぱ,/k/・>[k]または[1司

(・/k/は「/1V は[1司で突現される_1 とか「/k/の尖現形は[1司であ

夫訓賀
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る」といったように読む。また,綴り字による伊恬吾中で,とくに断りのな

いときは h=/1V,g=/g/とする。また,便宜上[口は[j]とする。

1.2.前号で/k, g/にっいて述べたことをまとめてみる(1dNπV,4-9,

23f.)。

強母音(/0/以外の母音)を含む音節の第一頭子音としてはハV->[k],

/創一>〔g]。ただし,八V は語頭以外の無強勢音節では[g〕となる場合が

多い

/k/: ked

忽/: ged

/k/: klat

忽/: glat

kold

gold

音節頭第二子音としては/S/の後にしか現れないが,このときはバV

と/g/は中和し,/g/のみ現れ,[g]で突現される(cf. OP. cit.7f、)

Sたー=/sg-/[sg-]

k記mme kane

kl'0

gemme

gro

kny

gny

gane

kalkao

gilgant

kjole

gjorde

Ska丘e (cf. ka丘e, gaHeD, sk記nde

SIくjorte, skrive, sklerose, skvadder

Ika丘elkande

Igalgade

kvinde

音節末では,/k/ー>[g],/創→[る]:

/k/

/g/

小/:

忽/:

gik

ti'g

aTk

ar g

Sne'dker pr記'k

e'gern pr記g

Val'k vaS1ζ alくt

Val'g

(cf. kende, genne),

ιtc.

bak lok

ba'g klo'g

Seks

rok

Skto'g G沿体)



以上の記述は/創の音節末実現形を除き変更はない。

1.3.音節末で/k/)[g]ということは,次の語の g(g)は h (え)と同

様音素的にはノk/ということである(=は音韻的に同一であることを不

す;以下同様)

Pig [pig], brig= brik [br記g], ryg= ryk [r6g], tryg=tryk [tr6g],

glug 〔glug], d口g [dug](露), mug=muk [mag],10g=10k [1コg],

etc. ,

Pligt, konlailくt, digt, V記gt, seld, agt=ald,1Ugt=1Ukt, etc.;

S]ags (種類),1aks;

kigge=1dkke, tigge=tikke, 1記gge=1記kke, begge=b記kke,

tygge=tykke, hugge,ιtι.

(i):狄母音状音[i:, y :, U :](<ー/i:, y :, U :/)の後ではゼロとなる

(=発音されない)

1.4.さて,[明の音変化の結果,/創の音節末実現形は現在までに次の

ように変化した。

なオ6,次の[-g] vk/)の前の母音は長母音であるが,これは例外で,

この他の場合/1V の前の母音は短い

61

Pr記'k, sne'dker (d=無音),記'g,1記'g (n.), V記'g, sk記'g (n., a.).

したがっく,音節末/k/:/g/の最小対立のぺアは Pr記'k : pr記'g, 1記'g

(n.):1記'g (a.)の例外を除けば母音音長の相異を無視しなければできな

いことになる。
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rig,1ig, rige,1ige, 1igne, igle; syg, ydmyg,

Sygne; rug, trug, sluge, bruge, bugne, kugle,

なオ6,Ⅱgne,即'y創, bugne などの一g?1,-gl U并而の i,1,1ιは木来

音素的には短田允野であったが,[可脱落後は長田音となった。

(ii):①の[i:, y:]以外の前舌g上音状竒の後オ6よび[1]((・/1/)の後

では[j]となる。そして,若仟.屑ではゼロになる傾向が強い

neg, veg, neger; 1記g (a

1くage ([a :]</a :/); salg,

舸i斤母音状音も[1]も非後舌([・back])の音なので,規卸KH)は,(i)

以外の非後舌音の後では[好(またはゼロ)となるといえよう。

Prygl,

ιtc、

(iii):その他の場合,すなわも,(i)の[U:]以外の後舌母音」氏音浦よび

[1](</r/)の後では[W]となる。ただし,[0:]の後では随意的にで

はあるが,以前からゼロとなることが多い

Syge,

),1記ge, V記ge; bφg, Sφge; bag,1ag,

talg, V記lge, fφlge,ιtc.

[0:]: fil0110g, nekro,10g ;[a :]: klog, tog (n.), SP如g,

brag ([a :]<ー/a :/; cf. bag ([之:]<ー/a :/); faglig [fawli];

arg, borg, sorg, Sφrge,ιtc

〔司は後舌音なので(iii)の規則は①以外の後舌音の後では[W]となる

といえよう。 Bag [b☆:(j)]と brag [bra:W]の母音告索は両岩とも

/a:/であるが,実現形が前苦匝:]対後舌[a:]なので/g/の実現形

がダιなる。

tage ;

bja'g,



規則(D-・(丘D全休について言えることであるか,音節末/・g/(以下,

ハイフンをつけたノーg/は音鮮捌ミ/g/のこととする)の現れる音■二境は,

母音肺1後で吋 faglig [faW1辺などの[0]を除妙ぱ長樹音(状音)の後K

しか現れない。・カ,/-1V の前の剖.,斉は例外(cf,§1.3.終のを除き知

母高である。/g/が子一庁の後に現れるとしたら,/レかんソの後にしか現

れない。ただし,[η]く m創と解釈する場合は/n/の後にも現れる([0]

の問題は§2.11.で述べるが,それまでは・・・切除外して論を池める)。

1.5. L述の_しっの規則は、大体[明グ)音変イ印)過程と並行する。 Brink/

Lund く1974,39-42; 1975,284304)は1840・・1955イfの間に"こまれた

コペンハーゲン人(概1略,標即哘吾話矛わの発高を舗イ¥し,次のように記述

している。

次の場合の[明は訓査剛の初剛までに捻とんど消減しくいた:狭母者

4)後(cf.§1.4.(D の例);し,ばしば[0:]の後: kata,10g, filo '10g, tog

(V.), drog, slog ;この捻か, egentlig, tage, taget (V.), dag, goddag,

bage丘er, undtagen,1agde, sagde などの日常詔にオdいく。また, vogn,

dog, og, rogn, vagne などの g 吋"重母;子第二要素とし/ぐの[W],同

様に rφg, smφge, egn などでは[j]が1+.常な形であった。

[明の仟変化はもちろん心'tに起こったわけではない。最初の変化はす

でに1840 1870仟、生まれの話者にみられるもので, Type l:(a)前価倒

高・状音ゴ6よび[U の後(・)[j]): neg, neget,1d記g,1記ge,1くage, Sφge,

Kφge, V記lge, fφlge,ιiι,;(b)岡辱後舌厨.?ヤ状音の後(・>[W]): klog,

Sprog, koge, nogen, dogma,ιh.;(C) 1剛6母1、テ十1-1M子の[.1〕の後

(・・>[W]): borg, Sφrge, B由'ge,ιtc.これらの場Aの沙Xヒは舌の前後の

位1殴の変化にすぎない。汰に, Type 2 として,[a]の後で邸]が[W]

となる場合だが,この[W]は舌の位櫨オ6よび、盃の刷沈の変化である

Sagn, daglig, faglig, Ragna, Dagmar, sagfφrer, magneslum,ιtι.

この宏オヒは1870-1905牟"i或れの話者から始まった。 1北後に, Type 3 と
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して〔a:]オ6よび非円唇母音十非円唇[司の後の[る〕が1905-1922年生

まれの話者で[W]となる: bl'age, drage, krag, arg; bjerg, mergel。

そして,1922-19郭年生まれの(つまり1922年以後に生まれた)話者では

[る]は一切用いられなくなった。

以上が例語も含め Brink/Lund の記述するところである。これをみる

と,[j]がさら忙ゼロに変化するのに対し,[W]が未だ保たれているのが

序]の音変化の過程に並行するものであることがわかる。また,[W]はよ

り正確には非音節的な[0]といわれるが,そうだとすれぱ,[0: W]結合

では[0:]の後で[W]が脱落するのは音声的に自然であるといえよう。

2.1.音節末の/-g/がゼロ,[j]または[W]で実現されるようになっ

た結果,音韻体系にいくつかの変化がひき起こされる。まず,音節末の

/k/:/創の対立が閉鎖音[g]対ゼロまたは無摩擦継続音[刃,[W]で実

現されるという変則的な形となった。次に,[j],[W]は各々/-j/,/・W/

の実現形でもあるので,音節末/一創と/一ν,/-W/との間に中和が起こ

る可能性がある。きらには,/-g/がゼロで実現された場合,/・g/という

音素自休が脱落するという場合も多々生じよう。

以下これらの音韻状況を順次みていくことにするが,その際,§1.4.で

述べた規則が有効であるという前提で論を進める。なオ6,§2.で例示する

語のほとんどは形態音韻変化によって発音が変わるというようなことがな

い語である([g]~〔j]~[W]~ゼロなどの交替については綿.で述べる)。

まず,簡明な場合からみていくことにする。

2.2./-g/が狭母音状音の後で発音されなくなってから久しいが(cf.

§1.5.の初め),この場合,綴り g によって示される部分が音素的に/g/

であるということは不可能である。つまり, g は音素としては存在しない

ことになる。以下の士g のぺアは音韻的には同・一構造の語である



Vig = vi(e), dige = die,

dug C布'(地))= du (V.),

同様忙, g が音素として存在すると主張する根拠のないものは,たとえ

ば

aig,1ig, figen, hige, pige, strigle; byge, prygl(e),

bug, fugl, smug, fuge,1Uge, uge, ugle,ιtι.,ιtc.

Iigne= 1ine, signe=sine,

rug = ru, kugle= kule.

(ついでながら,弱音節中ではあるが,形容詞派生辞一q)ig の g も同

様にずっと以前から音素的には存在しない。)

2.3.この他に告節末/一創がゼロとなる可能性は前舌母音状音,[1]ま

たは[0:]の後である。もしゼロだとすれぱ,§2.2.の狭母音後と同様に

音素としては存在しないことになる。

Sygne=syne,
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前舌母音(状音')後: eg=E, veg=V, sneg=sne, egern, neger,

regel;1記g (a.)=1記, tr記g=tr記, k1記g = 1d記de (V.), h記ge,1記ge,

V記ge; bφg, skφge; age=ae, hage, kage, plage,ιtc.

これらの/-g/がゼロではなく[j]で実現されるとする場合,オ6よび

[U,[0:]の後での/-g/については後述する。

trygle ;

2.4.§2.2.(=§1.4. a))の狭母音の後では,たとえ音素として/g/を

認めても,常にゼロで実現されるが,§2.3.(=雛.4.(ii))の環境の場

合,十台以下の年令届では靴実にゼロとなろうが,それ以上の年令屑では

[j]となる場合も多々ある。また,後舌母音状音または[J]の後では[W]

となり,これはゼロとなることはない。そこで,次に音節末ノーg/が
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[j, W]で突現される場合をみてみることにするが,その前に「短母音状

音」について説明をして浦きたい。

短母音状音は二種に分けられる。ーつは短母音(音素)の実現形として

のもので,これは特殊な強調以外では長音化することはない。たとえ長音

化されても音質は変わらない。もう・ーつは長母音(音素)の実現形として

の長母音状音が短音化されるもので,これは単音節形または語末強強勢音

節中の長母音状音が音節末の無摩擦継統音[j, W,1,6]に後続されると

きに起こるものである。この場合,長母音状音の質は短音化されてもその

まま保たれる。

2.5.細.3.に示した前舌母音状音後ではノーg/は[j]となるが,/-j/は

長母音音素の後には現れないので(ただし,細.フ.をみよ),[j]((・/g/)

の前で長母音状音が短音化されない限り(つまり,複音節形の場合)/・g/

と/-j/の中和はない(短母音状音十[j]については紀.6.で述べる)。

後舌母音状音の後では/一創は〔W]となる。[W]は/-V/の実現形で

もある。この場合,長母音状音の後でも/-g/とノーV/は中和する

1急ge=10ve [1a : IV :], vage=vove [va : W :], koge, alkove [ka :

W :, a11k会: W :],1a'age =krave 〔kta : W :], brag= brav [bra:W].

これら g 綴りの[W]を/g/から派生させることはもちろんできるし,

不定詞形 koge [ka: W:]は 1Φgt(e)[kogd(9)] G置去形,過去分詞形)

との剛に[W]~[g3 の交替があるので,この[W]を/・V/の実現形とす

ることは無理であろう。しかし,全休としては後舌艮母音後の/-g/の存

在は非常に影がうすい。ただ,/・V/の実現形は長母.音後では[W]でな

く,未だ〔V]が用いられることもあるので,一応上例中の g は/-g/と

して存在するとみてよいであろう。

/-V/は/0:/の後に現れないので,[0: W]は/0: g/の実現形とい



うこと忙なるが,これにっいては§3.1.姓)で述べる。[U: W]はふっう現

れないが,この[W]は/-V/の実現形である。/一創は狭母音 C伏音)の

後ではゼロになるからである。

2,6.次に,/・g/が短母音状音後に現れる場合をみてみよう。[j]が短母

音の実現形としての短母音状音の後に現れるのは,基本的には[aj,コj,

Uj]結合の二重母音第二要素として現れる場合しかない(「二重母音・」は

音声的な単位とする)。[a,0, U]は後舌母音状音であり,/・創一>[j]は

前舌母音状音の後に現れるので,この場合の[j]は/・創ではなく,/-j/

の実現形ということになる。すなわも,[oj, oj, uj]は各々/aj, aj, uj/

の実現形である。これらの中,[uj]は huj(e)[huj(9)](<ー/1川j(ヨ) D

にしか現れないので,生産的なのは[aj, Dj]のみである。尖の所,この

音声的状況の大部分は[可の音変化以前から統いてぃるものである(cf.

§1.5.)。また,/・創の前の母音は前述のように原則として長母音である。

したがって,短母音後に/-g/が現れないことは一般的に十分予想され

る0 さらに,/・g/からの臼]は脱落することがあるのに対し,[oj, oj, uj]

の[j]は決して脱落することはない。したがって,この環境には/g/は

現れないので,ノνとの中和はないことになる。

このようなわけで,次例中の g も j も音素的には/j/ということにな

67

る

/aj/ー)[aj]: segl= sejl,1ege = 1eje ;

/aj/・ー>[oj]:1φg=1φj, smφge, mφje.

このほか, g 綴りのもの

/aj/:jeg, mig, bleg, hegn, negl, egen, pege, tegne , kegle,ιtc.;

/aj/: SPφg, strφg, dφgn, gφgl, nφgen, nφge, Sφgnedag, nφgle,ιtc.
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2.フ.[-j]二重母音としては,このほか外来語に現れる[記①j],[6:j]

がある。フランス借入言吾の'フランス語匝V 発音形[kコηIS記: j] konseil,

[folt6: j] fauteui1 などの[記: j],[6: j]とか英語からの[1b記jbi]

baby,['記S記j] essay などに現れる[記j3 である。これらは主として

二十世紀になってからの比較的新しい借入語にみられるものであるが,こ

の[-j]は音韻的にどのように解釈されるであろうか。

長母音十毎]に終わる一音節語で[j]が脱落せず,長母音状音十口]で

突現されると,[e:j],[記:j],[φ:j](す6よび一部の話者で[a:j〕,)であ

り,短吾化すると(これが一般的だが)〔ej'][記j'],[φj']([aj'])となる。

[6:j]は長母音十/創としては存在しない。

さて,フランス借入語の[記:j],[6:j]は語末強強勢音節に現れてい

るの1こもかかわらず, stφd をとらない。英借入語の essay ['記S記j]の

[記j]は弱音節に現れて邦り,二重母音が弱音飾に現れることは一般にな

い。もし[1記S記j]の[-S記j]が強音節だとすると Stφd が現れていない

ことになる。一般に英借入語,とくに新借入語は Swd をとらない傾向に

ある:たとえば, guide [gajd],1adylike [11記jdi山 lajg], btealくdown

[1br記jgldawn]。したがって, stφd に関してこれらの外来語にのみ現れ

る二重母苔ルよ長母音十/-g/から派生の二重母音とはふるまいが異なる。

また,これらの外来語の[おは決して脱落することはない。そして,

[刃は前述のように/・y の突現形である二重母音第二要素として既存す

る。

以上のような理山で,これらの外来語の[j]を/一創とする積極的な理

山はみっからないので/-y とするが,その場合/一νの前にも長母音状音

が現れることになり,例外となる。しかし,この長母音状音も現今では短

音化される傾向にある。いずれにせよ,/記: g/派生の[記:j,記j']と仏

.英借入語の[記:j,記j]((ー/記:j,記ν)とは Stφd は別として部分的

に中和するといえよう。[6:j](<ー/6:j/)は上述のフランス借人語にし

か現れない。



上述の外来語は例外として,/-g/からの[j]が長厨.音後にのみ現れ,

/・y からの[j]が短母音後にしか現れないとすれぱ,両者は相補分布を

なすことになる。しかし,これを^・つの音素にまとめることはむずかしい。

/-gノからの〔j]が不安定でゼロになることがあるのに対し,/一νからの

[j]は常に発音されるからである。

2.8.二重母音第二要◆譽としくの[W]は[j]とは異なり,あらゆる短母

音状音の後に現れ得る。まず,前舌短母音状音の後では次のようなものが

ある:

[iw]: tvivl, tvivle ;

[ew]: peber, pebre(t), pabling ;

[於W]: h記Vd, h記Vn,1く記VI, h記Vde, n記Vne, k記Vles, b記Vre,ιtι.;

[註工V]: drev (n.), rev (n.), revse, revne, revle,ιh.;

〔yw]:1yv, syv, tyv;

[φW]:1φVfald ;

[6IV]: dφV, snφVS, snφVI, bφVse, stφVle, Europa, etι';

[コエV]: drφV, rφV, vrφVI, vrφVle, etc.
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これらは,1φVfald を除き,いずれ、形態音纓交替のない場合の例であ

る。 LφVfald [11φW'fal']は 1φV十fald,すなわち,[1φ:W,1φW'](<ー/1φ:Vハ

を前半部とする合成形である。

これらの二重母音の中,[iw, ew, yw](オ6よび[φW])はごく少数の語

にしか現れず非生産的であるが,その他のものは生産的である。これらの

二重母音は全て前舌短母音の実現形である短厩告状音十[W〕なので,この

[W]は/-g/の実現形ということはなく,/三V/の実現形である。

後舌短母音の突現形である後舌短母音・状音十[W]の二重母音としては

[aw],[コWmw]がある([コW]と[aw]は個人間で動揺のある由由変異
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形であるが,以下では[コW]を代表形とする)

[alv]: sagn=savn, nagle=navle, agn, havn, hagl, avl,

Agnes, avne, etc.;

[コエV]: dog, tov, vogn, ovn, sogn, klovn, vagne, kogle, etc.

さて,[QW, OW]の[W]は後舌母音ガや音後に現れているので/-g/の

突現形とも考えられる(cf.§1.4.規則(iiD )。しかし,/av, av/の実現

形としての[aw,コW]は[司の変化以前から安定して存在して邦り,

N/ー>[W]は前述のように後舌(短)母音(状音)後のみでなく,前舌母音

(状音)後にも現れる。そして/・g/は§§1.3.,1.4.で述べたように原

則として長田箔・の後にのみ現れる。それゆえ,[aw,コW]の[W]を/-g/

からとする積極的な理山はみつからない。ただ,[aw]は fag~fagⅡg,

fagmand [fa:(j)]~[1faWⅡ],[1faw,man']などの形態音韻交替形に現

れる。この交轡は音素のレベルで/a:g/が/ag/に変わり,その後/ag/

が[aw]となるものであるが, faglig, fagmand などの fag一を基底で

はノfa: g-/として邦くことはできょう。

結論として,・・部の形態音韻交轡形に現れる[aw]はたとえ別として

も,そのイ也の全ての〔aw, OW]は/av, av/の突現形と解釈したい。通

時的にみると,§1.5.で示したように,こ0"奨境の大部分の/-g/とノーV/

は n]変化以前に中和していたのである。共時的にも,/一創は現れない

のであるから,/-g/と/-V/の中和はないことになろう。したがって,

本節で示した Sagn, savn, dog, toV などの形態音韻交轡のない語にオ6

いてはg もυも音j冬迷ルこは N/ということになる。すなわち,[aw,コW]

は各々/av/,πiv/という基底短母音十/V/である。これに対し, fagHg

〔fawH]などの[-aw]は基准では長母音十/-g/,つまり/-a: g/とす

る。このように解釈すると,/・創は基底短母音の後忙は現れないという

仮定が依然として有効となる。



2.9.音節末で/一創が子音の後にくるとしたら,/・V または/-r/の

後のみである(ただし,§2.11.〔0](<-mg/)は除く)。

/・νの後では/一創は[j]またはゼロとなる(規則(ii))。[j]は/・j/

の災現形としても用いられる。この後者の[j]は決してゼロとなること

はない。

本来[-1明であった語にはたとえば次のようなものがある

単音節形: elg, f記lg, helg, SV記lg, salg, talg, valg (いずれも名詞);

複音節形: bevilge, b記lge, helgen (n.), S記lge, V記lge, bφlge

(n.), dφlge, fφlge, alge (n.), galge (n.)((n.)以外は動詞).

これらの一lg(ι)を/-1g(0)/とみなすことにして,/一創は B]または

ゼロとなるわけであるが,ゼロとなる傾向がとくに強いのは, salg, valg,

これに対応の動詞 S記lge, V記lge,オ6よび f釦ge の基本語粂とみないU

る語にオ6いてである。この他でも,複音節形より単告笥"杉中のノーg/の方

がゼロとなりやすい。

さて,1辻音節形末には/-1シは現れないので,これと/-1g/の中和は

ない。/-j/はいかなる場合にも[j]で実現され,ゼロとなることはない

ので,[-U の後の'不安定な'[-j]は/・g/の実現形ということになろ

う。そして,-1g の g が必ずゼロということになれぱ,音永/-g/は存

在しないことになろう。

単音節末の[-1j]が不安定である理由は綿.3.で述べることにしく,次

に複音節(単形態)形をみてみよう。たとえぱ,次の語の・1g・も lf

、ともに[-1j-]である: fφlge :(POTto)fφlje,(be)vilge :(vel)vilje,

bφlge: Sφlje, galge: balje.ただし, g の方はゼロとなり得るのに対し,

j の力は必ず[j]となる。それゆえ, g は/-g/, j はノーシということ

忙する。

ところで,音節境界はどこにくるのであろうか。「複音節形に現れる子音
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結合は原則として単音節形に現れる結合である」というー・般的仮説に従う

と,/-1j/は単音節形には現れないので,/-1jo/の音韻的音節境界(=/十/)

は/1+jo/ということになろう。音声的にもこの境界位置は(§3.3.で述

べる) sonority のランクの一般原則にも一致する。

・方,/-1go/のブjは単音節形に/-1g/があるので/1g十令/とできよう。

もし八十ga/だとすると,/g/は音節頭に立つことになり,[g]となら

なくてはならないことになる。しかし,音節頭/g・/は/a/の前では[j]

となるとすることはできよう: CP. Helge (男子名) ph印lj9]対 Helga

(女子名)[,h記lg司=/hel+ga/対/h記1+ga/。このように解釈した場

合, Holger (男子名)[h01'gコ]の[創は/0/の前に現れているので,

/g-/ではなく/k-/ということになる,すなわち,/h飢kar/(CP. alger

[aljコ]=/al+ gar/).

いずれにせよf音声的には[U と[j]の間に音節境界を陞く方がSonority

の原則からみく自然であろう。以上のことをまとめてみると,/-1ga/と

/-1ja/の/g/と/j/はこの瑞U尭では中和するといえよう。ただし,忽/

がゼロとはならず,[j]で発斉された場合のことである。繰返すが,/j/

からの[j]は必ず兆壱・される。

、ー、ー

、^、^

2.10.音節氷/・創は/・1/の後では[W]で実現される(規則(轍))。

[W]は/-V/の突現形でもあるため,/-g/と/-V/はこの瑞U尭で中和す

る

V記rge= verve [V註JW :], f記rge,

tφrv, boTg, torv, etc.

上例はいずれも形態音纓交替のないもので,この場合の[W]は

または/-V/のどちらか一力の音素とみることは・十分可能であろう。

§2.5.の場合と同様/・V/からの[W]は[V]となることもあるので,

hverve, bjerg, sk記rv, S伽'g,

/-g/

ただ,



では g は/-g/,υは/-V/とすることにする。また,形態畜1碩交替のあ

る形で吋,ノーrg/の/-g/は他の音になることもあるし,/-rv/の/-V/

も[V]となることがあるので/-r/の後に/-g/が決して現れないとい

うことではない。

2.11.[明が/・ng/から漲生すると停綿ぐする根拠として BasbφⅡ a974,

7ff.ナは次のことを挙げている。

音'節末有声子音に Stφd が起こるとしたら,その後にもうーつ基底子'音

が後続しなければならない。単音節π会1、ψ)印]には後述のフランス偕入

語を1徐き必ず Stφd が起こる: ring [r記η'〕, seng [S記η'], gang [gaη'],

Iyng [1φ0'], ung [ao'],ιtι.それゆえ,[-1J']を音野ξn勺には/-ng/と

すれぱ,/・n/に Stφd が越こると"える。そして,/-n/は後統子音と調

音ノ甑岡化を起こし[1]]となり,その後/-g/は何らかの中周段階を経て

脱落すると BasbφⅡはいう。この Stφd 生成規則のためのみなら, st血

をもつ[η']を/一ηU/としてもよいと思われるが(cf.拙倫 ld泓π 111,

1976), BasbφH は diftong 〔d迂.tコη]-diftongere [difわη lge:0]の交轡を

示し,後者の[一ηg・]は/-ng-/を去新二にしなくては派生させることが

できないという。しかし,彼は上伊jの d迂tong をはじめフランスイ侍入1'と

か擬音i治では[η]に Stφd は超こらないので(balkon [bal,k31]], accent

[aglsaη], boomerang [bum9、'al〕]),この[η]は/1]/と認めるべきか

もしれないという。換昌すれば, diftong の[0]には Stφd が起こらない

ので,この[0]をノーng/とするわけにはいかないことになる。

さしあたり本論では[一η]の音級的解釈は米解決のままにして邦くが,

いずれにせよ,[明は表屑の[明が変化した結果ではないので,このほか

の音節末/・g/とはり}:情が異なる。
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3.1.以上,§2.の各飾で示したように,音節末/-g/は消減したり(cf.

§§2.2.,2.3.),他の曹号1に吸収されたり(cf.§§2.6.,2.8.),あるいは
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中不Πしたり(cf.§§2.5.,2.10.)してしまっている。それでもなオ6 /-g/

が音節末に現れると主張するためには,ゼロ~[j]~[W]~[g]の問に形態

音韻交替があることを示す必要があろう。そのような交替形は数的にはそ

れほど多くはないが,それでも以下の例は名・節末/・・創の存在の可能性を

示し得るものといえよう。

1)屈折変化形

D動蔀上不定詞形~・加過去形,・i 過去分詞形=zero/[j]/[W]~[g]交

2)形容詞:原形~-t 中性形=zero~[g]交轡

1) forlige [ 1 fa :11i:ヨ]

Sluge [SIU :θ]

bruge [bru :ヨ]

Sφge 〔Sφ:①a]

bage [ba :①a]

Smage [sln会:(j)a]

koge [1くa : W :]

forligt(e)[,命:,1igd(9)]

Slugt(e)[slugd(9)]

br昭t(e)[b血gd(9)]

Sφgt(e)[S四d(a)]

bagt(e)[bagd(0)]

Smagt(e)[smogd(9)]

1ζogt(e)[kogd(ヨ)]

2) Tig[Ti:]

Slig [SH :]

Syg〔sy:]

これらの動詞,形容詞の・t 形に現れる g は[g]なので八V の突現

形である(cf.§§1.2.,1.3.)。したがって,原形の/g/は・t 形では

/g/ー)/k/(戈よび母音短音化)という過程を経ると思われる。しかし,

これらの変化はいわゆる不規則変化ではない。動詞の場合は語幹母音が変

化しないし,形容詞の中性形は,もし形態変化をするなら,いかなる場合

rigt [rigd]

SHgt [slig四

Sygt [sygd]

替



でも一t 形となるからである。

動詞の中,forⅡge は規則動詞第一類一dι過去形語尾をとることもあり,

とくに fotHgeS の中動態形は一dι語尾をとる。

Sφge は lanSφge, belSφge, forlSφge, 1UnderSφge などの使用頻度

の高い複合動詞でもその他の一Sφge 複合動詞でも同じ変化をする。これ

らの動詞も[j]/zero~[g]の交皆形の数北入れてよいであろう。

Bage, smage の/g/はこの交替形のほか,次に(Ⅱ)で述べる派生形で

は[W]の形で現れる。

形容蔀付.性形は上述の[r地四,[slig四,[syg四形のほかK 〔ri:d],

[dd]ιh.の形がある。 Brink/Lund は 1840-1955年生まれの人の発音

調査をしたが,開査期の最後の頃は[g]のない[sy:四,[ri:d]などが

一般的になるという(BrinlvLund,1975,431)。一方,我々の学才斗の客

員教長 Henrik Galberg Jacobsen 氏(王立国詣Wf究所より;19"仟.コペ

ンハーゲン生まれ)の言二吾では次のように用いられるという(札)がもっと

もよく用いる形,侶)はフォ【マルで稀にしか用いないという):

rigt:(1)[rid],(2)[rig四,(3)[ri:d], NB.*[ti: d, ri:gd]; sligt:

(1)[sligd],(2)[sli:四,(3)[sli:gd], NB.*[slid, sli:d]; sygt:

(1)[sygd],(2)[syd],(3)[sy:d], NB.*[sy: d, sy:gd].

音韻論の見地からはあまり喜ばしい変異形分布とはいえないようであ

る。また,奇妙なことに,/-g/に紹わる形容詞の中性形では上述の狭口

母音(状音)の後以外は何ら形態音懇変化は起こらない(cf.拙論1978b,

§2.2.)。
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1)派生・合成形

3)本来語の派生・合成形では/-a: g/[a:(D]~/-a創[aw]の交替

しかない。しかし,この型の交替をする語は相当数ある
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り'準形

[会:(j)]

bag (ad., prep.)

bag (n.)

bage (V.)

dag (n.)

fag (n.)

aag (n.)

Iag (n.)

Sag (n.)

Slag (n.)

tag (n.)

派生形

[aw]

合成形

[OW]

daglig (a.)

faglig (a.)

f]agre (V.)

bagben,-grund,ιic

bag1記ns,-tale,ιtι.

bagV記rk

dagblad,-bog.ιtι.

fagmand,-ord, etc.

flagsldb,-stang,ιtι'.

Iagkage

Sagfφrer,-kyndig,ιtι.

Slagord,-smal,ιtι.

tagetage, sten, etι.

§2.8/C述べたように,派生・合成形の[aw]は古勤氏の/a: gノが発音

形に至る過程で/ag/となり,[aw]で実現されると肴える。

これらの中, dag は以前から[j]のない[da:]がふつうであるが,上

例中の[-OW]のほか dages (V.)[da : as] dagning (n.)[da :(j)neη]

のような[a:]をもつ派生形もある。また,上例には示さなかったが,

Smag (n.)は Smagssag [sma:(j)ssa:(j)]では[a:]だが, slnagfuld

は[sm会:(j)ful']と[smow{UI']の両形をもノ)(cf.(1-1) smage~

Smagt(e))。

Saglig (a.)

4)外来詔の派生形

A) intTige (n.)[enltri:合]~intriga'e (V.)〔・・1ge:コ],

intrigant (a.)[-1gan'd]

1くatalog [1(ata110:(W)]~katalogiS磁'e [-10gilse:コ]



B) droge(r)(薬)[dra : Wコ]~drogist(薬屋)[d血,gisd, dro'gisd]

C)

a)

(n.)

Strate lgil

[創

b) Idrur lgi:

[g]

(a.)

Stra lte :gislく

[g]

C) Psyk010 lgi:

[g]

1くilrur'gisk

[創W]

(A),田)の型の伊Nよこれだけしかみつけられなかった。田)の droge(r)~

drogist はブランス借入語であるが,たとえば, bandage ~ bandagist

[banlda :j9]~[bandalgisd3, drag6~dragist [dralje]~[dralgisd]

などの〔j3~[g]の交替をみると, drage(r)~dragist の[W]~[g]の

交替は必ずしも体系的なものか確信がない。

これに対し,四)型は数が多い。佃)は上例しかみつけられなかったが,山)

はこの捻か dramaturgi~dramaturgisk~dramatuTg,1iturgi~1iturgisk

がある ait山'g はなし)。(C)の型は逆ヲ恬辛典(Dansk retrograd-ordbog,

1978)をみると80以上の例が示されている。それらの中には学術用語が多

数含まれるが,たとえば, analogi, bi010gi, P記dagogi, sod010gi,

tekn010gi, ZO010gi などはかなり一般的な語と思われる。なオ6, analog

は形容詞(英: analogous), katalog (カタログ)は事物を示す宅市可であ

るが,大多数の語では・10g は'行為者'を示す名詞派生辞である。

3.2.紹.1.で示した本来語邦よび外来語の屈折・派生・合成形にオ6ける

形態音纖交替を/一創の実現形規則(§1.4.)の順にまとめてみる

(n.)

Stra lte !g

フフ

Psyk0110: giS1ζ

[g]々ero

1くil rur'g

[W]

Zero

Psyk0110:g

[g]/zero
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(Dzero~[g]:

forlige, sluge(V.)一屈折;

rig, syg(a.)一屈折;

intrige一派生;

(iD臼]/zero~〔g]:

Sφge, bage(V.)一屈折;

fag, bage一派生,合成;

Strateg一派生;

(iiD[W](/zero)~[g]:

koge(V.)・一屈折;

droge(r)一派生;

kirurg一派生;

Psy1Φ10gi一派生.

3.3.標準語の音節末/-g/の実現形にオ6ける音変化は母音化ということ

である。[明の摩擦音性が弱く,調音位置も先行音につれて前後に移動す

るところから,〔j],[W]あるいはゼロとなる。[j]も[W]も無摩擦継統

音・である。

狭母音状音後の口]の'脱落'は先行母音への同化に他ならない。この

ことはⅡgne, sygne, kugle などの本来の短母音状音十[明([珂, W, Uる])

が長母音化した([i:, y:, U:])ことにはっきり現れている。本来の長母

音状音後の口]にも同じ同化が起こったが,音纓的に長・短音の対立し

かないので,特別に長い長母音があったとしても,それが音韻的に有意義

にならなかっただけのことである。前舌母音状音後で口]が[j]となり,

さらに若年届で脱落していくのも同じ同化現象であろう。[j]の悦落を起

こす世代ではもっとも広口の前舌長母音状音の[a:]は基木母音の位置で

いえば 2番と 3番の中問の位置であるとのことである(音声学者 Dr.

Jφrgen Rische1 の個人的情報, cf. Bundgaard,101)。デ語には/i:,



e:,記:,a:/の四つの開口度の母音音素があるが,若年届の,この狭い[a:]

は/a:/の実現形である!

子音[U の後の[j]が不安定なのは母音への同化とは異なる原因によ

るものと思われる。一音節内の子音結合は一般に Sonor北y けU鳴性)の

高い子音の方が母音に近く位羅する。通賠イ1勺にみて,ノ・1g/という子音結

合は存在したし,共時的にも/・1創の結合順序は何ら不自然ではない。

なぜなら,/V の力力Vg/よりも Sonor北y が高いからである。音声的に

も/-1g/が[-1明であったときは,この}頃序が自然であるといえる。し

かし,[・n〕が[-1j]に変化した後は事情が異なる。噂]は田音に非常に

近い性質をもつ無摩擦継統音で,[1]よりSonorityが高いので音節末[-U]

の順序は自然とはいいにくい。単音節末で子音・+/νの結合がずっと存在

しない理由もそこにあると思われる。[j]はゼロで実現されることはない

ので,たとえば/-1j/を認めると[-1j]と発音しなければならなくなる。

q-1創一>)[-1j]の[j]が不安定なのはこのためであろうが,それを避け

るためであろうか, Andersen (347)によれば,シェラン方言では Valg,

bφlge などの一lg をしぱしぱ[ー]g]と発音するとのことである。閉鎖音

はもっとも Sonority の低い音である。

子音結合の順序が Sonority に関係するのは上述の場合だけではない。

たとえぱ,音節'末/・・V/は母音後では無摩擦継統音[W]になる傾向が強

いが,/-1V/の/-V/はゼロとなる力゛望擦音'[V]となるかで,[W]とな

ることはない。ゼロとなるわけは[-1W]という Sonority が逆の順序を

避けるためであろうし,[-1V]が現れるのは順序が由然であるからであろ

う。

/-1g/に対し/-rg/が安定しているのは,/-rg/が[-1W]で尖現され

るからである。[J]も[W]も無摩擦継続音であるからである。/-N/の

[-JW]も同様である(cf./-1V/の突現形)。[j, W,1,6]の無摩主謝迷統

音の Sonority のランクについては別の機会に考察することにする。

後舌母吾状告・または[1]の後で序]から変化した[W]が安定してい
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るのも上述の理由によるのであろう。[0:]の後で[W]が随意的に脱落す

るのは[W]が非音節的な[0]で,これが先行母音に同化されるためであ

ろう。

/・1ga/の音節境界は尖現形が[-no]であったときは[1可と[a]に

置くことができた。というより,〔可は音節末に現れる音であった。しか

し,[-1ja]に変わってからは Sonority のランクを重視すれぱ[1]と[ja],

に分けざるを得ない(cf.§2.9.)。あるいは Sonority を無視して[1j]十

[0]とするかである。

音節末子音の母音状音化は,閉鎖音中で忽/だけというわけではない。

/-b/は[b]で実現されるとしたが(d.1dun v,綣1.5.,3.1.),通時

的にみれば,かつての/・b/が現在では/-V/になった場合が多々ある

(cf.抽論 1978a)。/-d/は[6],[d]またはゼロで実現されるが(cf.

IdunV全付0,もっとも頻庶の高い実現のし力は母音の後で[6],子音の

後でゼロである。[6]は現代デ語樗蛸町碕では摩擦音ではなく,無摩擦継統

音である。音纓的に'有声'([十Voice])の子音・は/b, d, g, V, j,rノで

あるが(cf.1dun v,§§].1.,3.1.),これら全ての子音の音節末突現形

は母音'状音化するかゼロになるのがもっともふっうである。

[j, W, J,δ]が無U坐捺継統音であるということは音韻・音声休系にかな

りの影縄を与えるところとなる。まず,これらの音の前に現れる長倒.ヰ状

音は短音イヒされるところから,この}奨境では長・短母音の対立が一部失わ

れる(母音状音の質, st血の宿無などで音韻的対δ乞は区別し将る場合が

ある)。この短音化は単音節形では義務的である。複音・飾形ではふっう短

音化しないが,非常に若い世代ではこの場合も義務的短音化が起こるとい

われる(cf. Brink/Lund,1975,221丘.)。また,この知音化の削・果,既

存の短母音(状音)十[j, W]から成る二重母音のほかに新しい二重母音が

現われ,さらには, hverv [V謙'W]の[辻IW]のような三重母音さえ劃れ

るようになってきている。とはいえ,現在のところ二・三重母.音の存在は

音戸珀勺な問題で,音素(子音・音素)の変更には至ってはいない。



これまで述べてきた音節末子音の弱化そして母音化は通時的には標準語

のみならず,デt;吾のほとんど全ての方言にあてはまる。し小し,共・時的に

はユトランド諸方言では傾向が奨なり,ある子音が音韻的または音声的に

別の子音に変わるということはあっても,子音は子音としく安定してい

る。たとえば[る]は摩擦性の強い摩擦音として未だに存在する方、言は少

なくない。それゆえ,[御は無声子告に後続されるときは無声の[X]に

なることさえある。

デ語全休の状況とか傾向についてはいずれ別の機会に述べることにし

て,最後忙,二号にわたって述べてきた閉錐卜音音素とその実現形を示すこ

とにする。音衡j末/-b,-d,-g/は/d/の突現形の[δ]を除き不安定で

はあるが,未だ忙形態音・設交替を無視できないので,やはり認めるべきで

あろう。(V は前号 ldun v, V1 は本号 ldun V1 の拙論の参照個所を

示す;(D,(ii)...は補註参照)

1)強筈イ市頭第・・'子音
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/g/ー>(i)[j],

(ii)[g](Ⅵ,総2.9.,3.3.);

ゆ,t,1V→[b, d, g];

/b/ー>[b](以士., V,§3.1.);

/d/ー>(iii)[可,

(iv)zero,

(V)zero,

音節頭第二子音

弱晋節頭第一子音

/P, t, k/ー>[P,1,1<];

/b, d, g/ー>[b, d, g];

/b, d, g/ー)[b, d, g];

/P, t, k/ー)[b/P, d/t, g/1司;

小, d/・>[b, d]

(以上, V,§3.1.)

4) 斉節末

の
幻
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補註

( i )

(iD

( iii )

(iv )

(VD [d](以上, V,総3.1.,3.3.)

/g/・・>(vii)zeto,

(viii)[j]/zero,

(ix)[W](/zero)

/-1ga/を/1+ga/と解釈した場合;

①の解釈をしない場合;

母音の後 V[十Vocalic]_);

九ソを歯音([十dentau)とし,短母音十んソを[十foreign]と

解釈する場A ン竒纓的太来語形態素中の歯音の後 U[十dent,

-foreign]_);

んソ=[-dentaU とした場合,規則(V)を追加する:長母ヂk}yr/

の後(/[十VOC, 1-10ng][+cons,十Uvular]_);

その他の場合;

(viiD,(ix):各々 VI,§1.4.(i),(ii),(iii)をみよ。

( V )

(vi)

(vii),
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